










































するバスケットボール （20 名），アイスホッケー （7名） およびスピードスケート （26 名） 選手であった 
（計 53 名）．対象者に対し食物摂取頻度調査を行い，エネルギー，たんぱく質，脂質，炭水化物および
ビタミン D摂取量を算出した．その結果，ビタミン D摂取量は，4.7 ± 2.6 μ g （最小値 : 0.2 μ g，最
大値 : 13.5 μ g） であり，2015 年度版食事摂取基準における目安量 （6μ g） を満たしていた選手は，14
名 （26.4％） であった．また，ビタミン D摂取量は，エネルギー，たんぱく質，脂質および炭水化物と

















































（エネルギー : r＝0.490, p＜0.05，たんぱく質: r＝
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